




















































































































































































































は 1989 年から 2009 年までの 20 年間ではおよそ 14 名，2020 年の山岳遭難件数およそ














































































「アウトドア拠点の創出」が取り上げられると，第 3 期計画の第 3 次改訂で自然・体験型
観光キャンペーンが始まり，第 4 期計画では産業振興全体の強みとして自然も観光資源の
前面に押し出されるようになる（高知県産業振興推進部 2015，高知県産業振興部 2018）。




































































































という趣旨の論説文が，2016 年 6 月の『Rock&Snow』072 号に発表されている。
（5） 『KUROSHIOBOULDER』の著者，永尾貢氏の発言から。聞き取りは 2021 年 3 月 20 日におこなった。
―162―
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 （2021.9.20 受稿，2021.11.17 受理）
―168―
千葉商大論叢　第 59 巻　第 2号（2021 年 11 月）
〔抄　録〕
　本稿は，今日の環境倫理において「遊び」の概念が果たす役割を，アウトドア・アクティ
ビティの文化形成の観点から論じている。これまでの環境倫理学は，伝統的な共同体にお
ける「副業」や「遊び仕事」といった遊戯性のある営みが，人間と自然の豊かなかかわり
を体現していることに関心を向けてきたが，それは，現代の新しい「遊び」にも見出すこ
とができる。自然のリスクを個人が乗り越えることに「遊び」の本質をおくアウトドア・
アクティビティは，それゆえ，自然を改変することなく，自己を適応させていくことを重
視する。また，自助努力を重視する個人主義的な性質から都市部の人間も参加しやすい。
高知県のクライミング・コミュニティでは，県の観光振興政策とは別の形で，自分たちの
コミュニティが作り出してきた文化を発信する動きが見られた。また，こうした地方に形
成されるアウトドア・アクティビティの「ローカル」なコミュニティは，まさにその土地
の周辺に居住する「地元」にとっては「よそ者」でもある。「よそ者」であるかれらが形
成してきた「ローカル」な文化とコミュニティは，都市の人間が自然との間に豊かなかか
わりを結べることの可能性を示している。
―169―
権　永詞：「よそ者」がつくる「ローカル」なコミュニティの役割と特徴
